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は

產

業

第

命

の

，湯

；

^

於

て

そ

の

成

年

時

代

を

過

ご

し

、

永

い
 

歐

洲

全

-
h

を

震

駭

せ

し

め

W

 

t
Q

た

ナ

。

ホ
レ
才
ン

®

爭

が

之

れ

k

及

ぼ

し

た

結

果

を

f
i

V
」

見

て

ゐ

た

。

ミ
の
歴
史
上
比
類
な
さ
程
の
機
械
の
發
明
、採
用
、备
の
結
果
は
勞
働
者
の
狀
態
k

非
常
5

變
化
を
ち
た
ら
し
た

0

 

ォ
ゥ
工
ン
が
エ
業
家
$

し
て
又
社
會
改
良
家
：年
し
：て
.最
も
活
動
し
て
居
た
時
代
^

是
.等
の
變
化
は
最
も
嫌
ふ
べ
刍
も 

の
I

つ
て
來
た
。
機
械
力
は
速
か
X

力
k

代
へ
新
し
い
機
械
の
知
識
S

用
は
勞
s

s

t

5
5
、

斯
く 

V
-

?»

し%

貧
困
ど
闲
斯
ど
は
勞
働
者
階
級
に
襲
a

力
.

、
.C

N、

ご
の
新
し
い
：事
情
^

順
應
す
る
：《

の
出
來
な
い
多
没 

の
人
々
は
焦
朦
の
麵
に
日
を
送
つ
た
。
生
産
力
の
增
大
は
主
ビ
し
て
勞
働
者
階
級
：の
上
化
大
な
る
困
窮
？
ぱ
つ
て
落 

ち
か
、
つ
た
。
勞
働
者
階
級
の
地
位
の
變
化
は
全
て
惡
い
方
へ
の
«

化
で
あ
々
、
彼
等
^

は
5

 

S

為

ら

ず

、
 

地
位
を
改
善
す
る
の
.

手
段
を
も
知
ら
な
か
0

た
。

:

:

.

'

:

:

生
產
力
；の
增
大
、
階
級
間

S

け
る
富
の
分
布
及

.

.
f

れ
I

し
て
生
ず
る
滿
足
、
不
滿
足
丨
せ
機
は
こ
れ
等 

0
關
聯
し
て
：生
じ
た
。
如
何
に
し
て
こ
の
危
地
? :

脫
す
べ
さ
か

.

、
之
れ
が
當
時
：の

_

者
を
惱
次
し
た
問

«

で
ぁ
っ
た
。

才
ゥ
チV

も
亦
自
か
らZ

:

の
增
：大
し
：ゆ
く
生
：產
カ
を

：

發.

展
せ
し
め
指
導
す
ベ
き
地
位^

あ̂

統
制
す
.

ベ
さ
か
、
生
.
產
物
の
；公
平
夺
る
分
配
方
法
は
如
；何
^
、：
又
如
何
に
せ
ば
多
擻
の
勞
働
者
を
康
傭
し
得
る
か
の 

問
題
k

直
面
し
た
。，
そ
れ
が
解
決
す
る
：
.な
ら
ば
生
：產
カ
の

，增
加
k

っ
れ
て
、
そ
の
狀
態
は
改
善
3

れ
、
.富
は
增
大
し 

-

延
い
て
は
國
カ
の：

櫥
張
S

も
^

る
。
.
.
：

英
國
の
產
業
紐
織
は
當
時
迄
は
そ
の
發
展
を
制
限
さ

れ
て
居
ぅ
、
か
V

る
商
業
上
、
A

D

上
の
大
な
る
膨
脹
は
な 

か
っ
た
。
人

口

の

r

般
狀
態
は
、
/j

の
時
以
來
急
激
な
る
變
化
を
生
じ
た
。

:

殆
ん
r

全
て
のH

業
の
行
：は
れ
て
ゐ
た
自
か
ら
の
家
か
ち
職
人
は
逐
は
れ
、
新
k

水
力
?:

用
a

る
爲
め
^

河
畔
^

 

建
て
た
ら
れ
た
エ
場
は
、職
を
求
.
め
て
來
る
地
方
段
^

ょ
っ
て
充
た
さ

れ
た
。.農
場
や
新
し
ぃ
發
明
の
採
用
出
來
な
い 

家
內
工
業
を
除
い
て
は
、
麗
ふ
者
傭
は
る
る
者
の
.

關
係
、惯
習
に
完
全
な
る
變
化
が
生
じ
代

。
事
業
の
膨
M

ど
使
用
入 

の
增
加
ビ
は
：、
從
來
の
.

個
人
的
關
係
の
維
持
を
困
雛
な
ら
し
め
、

一

方
、
工
場
主
の
富
の
急
激
な
る
增
加
气
そ
の 

結
果
ど
し
て
生
じ
れ
る
；惯
習
の
：變
化
'

は
、：
次
.

第
^

ニ
：階
級
金
ひ
さ
離
し
文
、
單
な
‘

る
賃
鈒
の
支
拂
人
ど
®

吹
人
の
，關 

:

係
^

し
て
終
っ
.

た
;0

古
い
象
.

內
エ
.

業
の
：時
代
^

於
て
は
、
必
要
な
る
生
活
條
件
で
.：あ
っ
た
家
族
內
の
關
係
も
、
漸
次 

そ
の
親
密
の
度
を
弱
め
て
行
っ
た
。
機
及
び
.

訪

車

は

土

：地
.

の
耕
作
ビ
共
^

家
族
全
體
の
仕
事
セ
あ
っ
た
。
父
ヒ
息
子 

が
I

在
る
€

き
、
-©
^

娘
は
家
に
あ
づ
て
紐
，い
で
ゐ
扣
。\
子

女

は

：絕
へ
，
ず

親

の

監

督

.

の
下
k

あ
々
、
兩
親
の
敎
を
受 

.

け
.

る
機
會
も
多
か
.

っ
た
：。

然

し

、

若
，：い

者

が

象

：を

離

れ

セ

エ

場

^

働
く
>」

&

、
か
>

る
關
係
は
次
第
^
雜
ら
い
で
行 

<
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加
之
、:

か
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る

、
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揚

：
エ

業

0

創
始
時
代
.

に
於
^

は
"

一
般
£

人
手
の
.

不
足
を
咸
ず
る
も
0

で
あ
る
o

M

主
は
無 

差
別
R

傭
W

容
れ
た
b

:

t

の
事
は
救
貧
制
度
ど
結
ん
セ
：そ
.

の
惡
：影
響
は
益
；
著
し
t

な
っ
，.て
來
た
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か
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る

時

代.^エ

寒

家

の--
人

く

し

て

成

功
 

か 

>
る

狀
■

及
び
そ
の
結
果
は
、
等
し
く 

彼
の
上
^
.も
襲
づ
て
來
た
>
;彼
：は
他
.の
»

主
^

竑
離
れ
；て
：靜
か
^:
か

、
る
.狀
]1
:5:
觀
察
し
、
^

の
薪
し
さ
制
度
の
_ 

牲
者
の
爲
め
纪
計
畫
し
‘た
。
：乙
、
£
:彼
の
恧
想
、
許
_

は
.生
：じ
泠
7
^

 ̂
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 ̂

-

V

 

.勿
論
當
時
^

あ
つ
て
も
勞
働
問
題
^

關
心
^

有
.つ
：た
；<

は
^

つ
だ
。「

然
し
乙
の
增
太
し
り
.、
あ
る
危
險
、の
®
要
性 

?:
大
周
ょ
ぅ
見
た
»

は
オ
少
土
ン
.

」

人
の
功
績
^

歸
す
べ
き
で
あ
る
。
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u
J
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n
e
s
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T
h
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T
i
m
e
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s

d

L
a
bo'
u
r
so.
f 
E
.
o
b
o»
'r
to
w
e
a
,

 

p
p
‘ 

II7V 

'

以
下
^

於
て「

性
格
形
成
の
原
理
J

k

發
し
、「

レ
ナ
！
.
ク

州

へ

の

報

告

於

て略
：：

完
成
し
た
ど
云
は
れ
て
：

Q

る
：
 

オ
：ゥ

エ

シ

の

社

會

思

想

を

尋

ね

で

鬼

，ょ

ぅ

.？
'
'

:
:
、
：

V:.. 

.ニ

.

「

人
の
性
格
は
彼
^

ょ
つ
て
造
ら
れ
ず
し
て
彼
の
爲
め
に
造
ら
れ
る」

：
：

，

「

凡
て
の
誤
謬
中
の
最
大
な
る
も
の
、
即
ち
各
人
が
彼
等
自
か
ら
の
性
格
を
構
成
す
る

V
J

云
ふ
考」

c

大
林
宗
嗣
譯
、
 

社
.會
k

關
す
る
新
見
解一

四
五
：頁〕

ノ

■

.-;

■

ぐ
：

ォ
ゥ
モ
ン
.
.の
.社
.會
思
想
.の

根

本

を

賞

い

：
て
.ゐ
る
精
神
は
’、
こ
.の
性
格
形
成
に
關
す
る
现
論
で
あ
々
、
前
者
は「

善
の 

原
則」

で
あ
ぅ
、後
者
ば「

惡
の
原
則」

で
あ
る
。
善
人
ど
な
る
も
惡
人
^

な
る
名
全
て
環
境
の
如
何
で
あ
る
、
人
の
性 

格
屮
^

あ
る
罪
を
造
6

出
す
傾
向
の
環
境
を
取
6

去
れ
ば
罪
は
生
じ
な
い
。
さ
れ
ば
：「

最
も
ょ
く
統
治
3

れ
て
ゐ
る 

國
は
、
最
良
の
國
民
敎
育
制
度
を
有
す
べ
さ
で
あ
る」

'

C

前

揭

書H
C

四
莨
>

/

己
め
：敎
育.

の
爲
め
化
善&

性
格
は
形
成̂

れ
；、：幸
福
，は
齎
ら3
れ
：る
。：
.

環
境
0
人
0
性
格
^
及
ぼ
す
影
響
の
大
な

る
を
信
ず
る
が
故
に
、
何
よ

^

V

も
：敎
育

.

の
カ
を
意
大
覦
し
7
全
：て

.

の
者

R

敎
育
を
要
求
し
、
而
し
て
敎
育
を

.

ば
良
3 

生
活
、
厚
さ
友
情
及
び
善
さ
仕
事
の
根
本
で
あ
る
ビ
し
、
又
敎
育
こ
そ
全
て
の
困
難
を
和
は
ら
げ
、
各
階
級
の
反
感 

を
消
滅
3
せ
、
こ
の
世
5:

ば
理
性
ど
愛
愦
の
紳

^

よ
つ
て
、
單
ー
の
協
同
典
和
體

V
J

次
す
も
の
で
あ
る

V
J

考
へ
た
。

■

こ
の
：環
境
の
重
要
性
5:
實
現
：す
る
爲
め
^

は
、
敎
育
は
JE
しS

方
法
で
幼
時
か
ら
授
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
なS

。

「

凡
.て
の
阈
を
支
配
す
：る
權
カ
#

が
、彼
等
の
人
民
の
敎
育
及
び
一
般
構
成
の
@

め
に
、合
理
的
な
計
畫
を
樹
て
ね 

ば
な
らg

乙
ど
を
命
ず
る？

：：

是
等
の
.企
圖
は
、
子
供
等
を
其
の
最
も
早S

幼
年
時
代
か
ら
、
凡
て
の
種
類
の
善S

習
慣
で
訓
練
す
る
樣
k

企
て 

ら
れ
ね
ば
.な
s
o 

Z
の
目
的
の
爲
め
に
は
、
，虛
僞
や
欺
晴
の
習
惯
?:
な
く
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
：

」
C

前
揭
書
三
八
頁) 

:
性
格
.は
主
ビ
し
て
幼
時
祀
於
て
.形
成
さ
れ
、.
最
初
の
敎
育
•か
一
番
：印
象
の
深S

.

も
の
で
あ
る
か
ら
、
最
も
.注
意
が 

必
要
で
あ
-る
.
o 

■

.

然
し
型
は
嵌
ま
つ
た
敎
育
を
早
く
か
ら
行
ふ
こ
ど
に
は
反
對
で
あ
る
。
斯
く
の
如
さ
敎
育
は
仲
び
ん
ど
す
る
性
質 

?:

抑
へ
、
軍
な
.
.る
：暗
.

記
が
推
理
や
注
意
k

代
は
る
か
ら
で
あ
：る
.

。
全
て
は
.

幼
兒
の
能
カ
^

應
じ
た
も
.

の
で
あ
办
、
興 

味
^
訴
へ
.̂

ば
«

ら
ぬ
デ
;;
' 

: 

r

. 

./

.

.

:/;
■•
;
.
. 

:
,

.

*-
.

又
：全
：て
.の
個
人
が
敎
育
せ
よ
：つ
て 

一
®

の
型
^

^

.

れ
^

の
で
.は
な
く
、
へ
ー
の
«:
會
又
は
_

體
が
、
.個
人
に
對
し
て
'
 

共

通

の

，型';
5
:要

求

す

，る

の'で
あ
る
0
'
;ォ
：
タ'モ
シ
'の
目
^

は
；、
善
■さ
：社
會
行
動
の
規
範
k

よ
つ
て
人
々
は
.團
體
的
.ど
な 

6

,:

而
し
ャ
_

體
を
«

成
す
る
各
：員
の
相
異
を
禁
ぜ
ん
€
す
^

の
.

(

で
.は
な
く
，し
て
、
典
稃
共
榮
を
計
ら
ん
.

W

す
る
の 

沒

あ

：る

。
.，
斯

か

る

：課

程

は
.幼
時
よ
6

始
奶
る
乙
ミ
^
よ
つ
て
の
み
有
效
で
あ
み
，、
そ
れ
が
合
理
的
原
則
k

®
づ
く
新

笫
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:

.

'

.1
:

の

型
it從

：：

0
て

人

間

を

改

造

せ

劣

ズ

%
る

め

で.は
な

く.ぃ
成

長

じ

：
て
.行
く
袖
人
的
の
特
質
ミ
.共
に
社
會
的
の
特 

«
を

：も'
!

|
め

^
。

子

：
供

，
は

生

'來
1
學

ぴ

鸯

，
へ

ん

ズ

す

：

^3
.

雜
为
を
有
す
苓
も
の
で
あ
气
、
そ
の
能
カ
ば
明
確
^
は
知 

ら
れ
な
い
が

''
.
:
'
全
；.て
.の
も
.め
：が

等

し

く

何

等

の

：敗.捨
を
行
は
：ず^
、
周
圆
の
色

;̂
染

'«
る
白
紙
で
あ
る

‘苳
は

，
考

へ

て

は
 

,ゐ
.な
か
つ
た
，9.各
人
：が
同
樣
で
あ
る
ビ
か
、
同
等
で
あ
るV 」

か
云
ふ
乙
ど
は
考
へ
な
か
つ
た
が
、
全
て
の
兒
童
は
そ 

の
敎
育
の
如
何

^
ょ
つ

:て
、
.や
が
て
善
さ
市
民
ど
も
惡
し
さ
市
民
ど
も
：な
>
、
社
會

^
貢
献
す
る
乙

:̂
も

«
?:
及

ぼ
 

す
之
芒
も
出
來
る
も
の

(£
:
信
じ
：て
ゐ^
0
.: 

:
:
^

''
:
:
:
ぐ
ノ
：

:

斯
く
の
如
く
オ
ゥ
工
ン
は
、非
常
に
幼
年
時
代
の
敎

.育
の
必
要
を

.常
時
に
あ
つ
て
强
調
し
、
兒
童
に
對
し
て
は
、
を 

の
.：隣
人

^
常
に
善
を
な
ず
樣
妃
努
め
る
乙

^
5:
,要
求
す
る
。
.
.良
さ
環
境

^
惠
資
れ
た
幼
年
の
敎
育
、.
之
れ
，か
行
は
れ 

な
ぃ
の
は
ノ
性
格
形
成
の
原

®
を

人

が

知

ら

な.

S.

爲
め
，で
あ
女
、
文
敎
育
が
宗
敎
的
偏
見
の
下
化
行
は
れ
で
ゐ
る
か 

ら
：で
あ
名

9
'.
;
,;:
‘ 

' 

H 

ハ

.：

.

.

.

.

之
れ
が
オ
ゥH

ン
.の
性
格
形
成
論
で
あ
6

、
彼
の
思
想
の
全
て
は
こ
れ
纪
關
聯
し
て
ゐ
る
。

か
、
る
間

^
英

國

を

1
大

エ

業

國

：に

ま

で

發

達

せ

し
'め
.たナ
ポ
レ
オ
ン

®
爭

は

終

つ

ヰ

共

の

結

朵

、ヒ
し
て
販
路 

を
見
出
し
得
ざ
る
生
產
品
は
溢
ふ
れ
、
，失
業
者
は
增
加
し
た
。
乙
れ
等

.

S

現
象
は
又
オ
ゥH

ン
の
注
意
を
促
が
す

 ̂

の

^
な
つ
て
來
た
。

H

.

.

.

チ

.•ホレ
オ
ン

®
爭
が
終
る
迄
は
食
際
、；
英
.阈
に
於
：，て
は
社
會
主
義
的
な
主
張
ど
云
ふ
も
り
つ
た
^
云
つ
て

も
ょ
い
位
で
あ
る
。

一
八

I

五
年
ミ

1
K

ふ
年
は
.、

英

國

の
.
臍
：&

土
：*'
太
な
る
_
期
を
»

す
る
。
英
W

ば
一
T

o

年
以
上 

も
戰
領
に
從
事
し
て
居
6

、
，
：
怫

蘭

西

€

戰
つ
：て
ゐ
る
聯
合
.

軍
ベ
の
軍
需
.
品
の
供
給
は
.

、
殆
ん
ざ
こ
れ
を
一
手
k

引
き 

受
け
て
ゐ
た
o

.

そ
の
た
め
に
財
政
は
窮
乏
し
’

國
偾
は
巨
额
化
上
つ
た
。
然
し
國
內
R

於
て
は
新
し
い
機
械
の
發
明 

使

用

に

ょ

つ

；
て

、

:'

生
：產
カ
は
增
加
し
、'
梅
外
祀
：於
て
は
そ
：の
市
.

場
を
獨
占
す
る
に
至
つ
：た
。
實
に
英
國
は
こ
の
生
産 

カ
を
以
て
佛
蘭
西
ビ
戰
か
つ
た
の
セ
あ
る
'。
' :

'
^

^

こ
の
產
業
上
の
變
革
は
、
必
然
的

^

社
會
關
係
の
變
化
を
伴
な
つ
た
。
大
企
業
の
猓
用
は
新
な
る
富
裕
階
級
を
生 

み
、
そ
の
背
後
^

は
俸
給
生
活
者
、
技
術
家
、：

商
人
等
の
中
產
階
級
の
非
常
な
る
勃
興
を
み
ん
ビ
し
つ

\

あ
つ
た
。
 

而
し
て
生
產
物

.

は
增
邡
し
、
農

.

民
，の
都
市
移

_

住
^

ょ
6
都

市

の

入

；
ロ

は

益

>

 

增
加
し
た
。
之
れ
に
枣
增
し
て
大
な
る 

變
化
は
、
下
層
階
級
中

k

生
じ

.

れ
。
土
地
を

.

耕
し
フ
そ
の
佘
暇

^

.

手
エ

_

を
營
ん
で
ゐ
れ
農
民
は
、
次
第
^
阳
園
を 

追
.

は
れ
て
工
場
勞
働
者

e

な
办
、
院
外
救
助
制
度
及
び

.

エ
場

^

於
，け
る
少
年
勞
働
者
の
大
な
る
需
要
は
、
又
工
場
勞 

働

者

を

著

し

く

，增

加

.

せ
し
め
つ
、
あ
つ
た

Q

,

以
上
の
如
さ
社
會
の
變
化
_は
、
戰
爭
中
^

於
て
は
明
か
に
現
は
れ
て
は
，̂
な
か
つ
.：た
。
全
.て
，の
者
は
戰
爭
の
た
め 

k
i!
)
さ
、
國
內
の
注
意
す
る
ミ

^

は
困
難
で
あ
つ
た
：
。

：
.

戰
#

の
終
結
ぢ
共
^

新
、しS

時

代

は

始

茇

：つ
，
た

。

戰

爭

中

k

は

全

て

の#

惡

は

，戰

爭

に

歸

す

る

：
己

^

が

出

來

た。
.

?も
は
や
そ
の
戰
爭
は
終
つ
た
。
多
く
の
：費
.用
を
»
つ
长
そ
の
結
.果
は
、
英
國
が
太
陸
に
於
て
得
た
市
場
の
閉
餘
ミ
な 

つ
た
。：j

大
消
费
者
た
る
戦
#
が
終
る
^
共
^
、、：太
陸
化
於
け
る
生
I產

カ

.が

復

活

し
た
の
で
あ
る
。
之
れ
客
は
全
て 

の
ち
の
は
'戰
時
偾
格
を
有
し
、
國
家
は
戰
爭
の
爲
め
に
、
；價
格
を
顧
虛
す
る
處
な
く
物
資
を
購
入
し
て
ゐ
た
。
物
偾

第
一
一
十
芄
卷

(

八
M

G

:
,オ
タ
P

の
It
#
思
想 

2
ハ
號■:
 

S
1



.第
一
?
五
：卷

CX.

五
ニ)

■
々
エ
シ
へ
の
旅
會
激
想
.
. 

.
：
第
六
狨

 

八
四
.

は

非

常

在

猶*
芡

な
0
:て
.ゐ
た
：
。
之

の

反

，動

は

常

然

に

生

：じ
：孓

.
加
之
、
英
本
厕
^

は
ー
1

.0
第

爷

の

兵

士

：が

凱

旋

し

：て

.來
：れ
"
：徒

ら
.に
擴
張
さ
れ
た
產
業
.：は
^
そ
の
最
大
な
る
需
要 

者
を
失0
た

。
賃

鈸

：の

暴

落
、
' 

.
失

業

者

：の
：增

加

は
■

か
で
於
る
。へ

.

「

斯
謂
、
戰
爭
か
ら
平
和
へ
の
激
變
が
、

.

_英
國
の
生
：產
者
間

R

:

全
般
の
窮
乏
を
齎
し
た
。
穀
物
倉
も
農
場
の
庭
も
一 

杯
忙
な
々
、
倉
庫
は
あ
ら

.

ゆ
.

る
製
品
で
抻
し

.

猾
さ
れ
さ
ぅ
だ
っ
た
0
物
價
は
生
產
費
よ
6
迤
る
か

^

低
落
し
た
。
農 

業
勞
働
者
は
解

®

さ
れ
、
而
か
も
着
處

k

も
職
：は
見
っ
か
ら
な
か
っ
た
。：
工
業
家
ド
じ
て
も
農
家

.

同
様
の
狀
態

R

陷 

力
、：

 

'已
む
な
く
何
西
人
づ

 

>

か
そ
の
職
エ
を
解
歷
し
、
多
く
の
場
合
は
そ
の
仕
事
を
全
然
休
止
し
て
終
つ
た
。
全
勞 

働
者
の
窮
乏
が

S

1
く

激

し

く

な

：っ
て
さ
、
上
流
雷
者
階
級
も
、
こ
の
嗦
、
で
ゆ
け
ば
數
十
禺
の
失
業
者
の
.扶
養 

は
、.

結
局
彼
ら
の
上

^

落
ち
か
、
つ
て
く
る
べ

$

を
見
越
し
て
は
、
恐
條
を
來
た
3
ぐ
る
を
得
な
か
つ
| 2
.°
こ
れ
は 

1

八

一

六
年
即
ち
平
和
締
結
後
第
一
年
の
乙
ビ
で
あ
つ
允」

：̂

當
時
の

/

こ
S

を
ォ
ゥ
工
ン
は
述
べ
て
ゐ
る
。

(

H

r

 

Life 

of R
o
b
e
r
t 

O
w
e
n

 

written 

b
y

 

Himself, 
B
o
h
n
v
w
c
p
u
v
r

 

Library，

N
0

OO
4
, p. 

I

s本
泣
田
祥
^
、
五
岛 

茂
典
譯「

ロ
バ
ァ
ト
、
才
ゥ
：エ
シ
自
叙
傅
し
3:
0

ネ
頁
>

';
:0

,

:
1

八

I：
ハ
^
の
半
頃
か
ら
、
か
V
る
戰
骄
の
影
響
は
一
般
の
注
目
す
る
處
ど
な
6
、
上
流
階
級
の
人
々
は
勞
働
者 

を
腿
迫
す
る
よ
i

、
產
業
狀
態
の
改
善
祀
よ
つ
て
勞
働
者
を
ft
濟
せ
ん
ヾ」

考
ベ
て
來
た
。
其
處
で
こ
の
原
因
及
び 

救
濟
策
を
考
虛
す
る
た
め
に
.

一

大
集
會
が
開
か
れ
た
。

-

.

乙
の
集
會
に
よ
っ
て
政
治
家
、
經
濟
學
者
、
實
業
象
よ
6

な

る1
委
員
會
が
任
命
^

れ
、
ォ
ゥ
エ
ン
も
亦
委
員
の 

I

人
に
靡
砂
ら
れ
た
。
ミ
の
最
朝
の
會
合
^

於
.て
、
彼
は
實
業
象
ヒ
し
て
、
ミ
.の
窮
乏
の
原
因
を
述
べ
て
ゐ
る
。

:「

乙
の
明
か
^

い
ぶ
か
し
&

.

窮
乏
の
原
因
は
"

か
く
も
長
さ
大
戰
の
問
^

起

つ

た

新

た

な

る

異

常

な
|#
變

化

に

存

す
 

る

V

私
^

は
ぉ
も
は
れ
る
o
大
戰
中
は
あ
れ
ほ
ざ
長
い
期
間
あ
れ
程
a

:

ろ
い
規
模
で
.、
'心
が
陸
海
軍
の
徒
泔
に
供
す 

る
た
め
人
も
物
資
も
、
四
半
世
紀
の
間
あ
れ
程
焦
.
急
に
.

需
要
^

れ
て
：來
な
の
だ
。

い.
か
な
る
も
の
も
戰
時
價
格
を
得
、
 

而
か
'

 

を
れ
.

が
ず
ゐ
ぶ
ん
長
い
'

間
持
績
3

れ
て
、
そ
の
た
め
そ
れ
が
ま
る
で
現
代
^
は
實
業
の
自
然
の
狀
態
の
如 

く
見
え
た
。
手
や
物
資
の
：缺
乏
は
、
こ
の
惜
し
げ
も
な
さ
出
費

V」

相
俟
つ
て
、
戰
爭
の
目
的
^

必
要
な
物
.
資
_
_
そ 

してこれらは直接間接無數であつた供給

^

於
て
、
筋
肉
勞
働
^

代
る
^
さ
新
た
な
機
槭
の
發
明
ゃ
化 

學
的
發
見
k

對
す
る
需
要
?:

造
々
、
そ
れ
ら
^

大
な
る
獎
勵
を
與
へ
た
の
，で
あ
る
o

大
戰
は
農
業
家
、
■

工
業
家
、
其 

他
の
富
の
生
產
者
R

X

っ
て
は
、
す
ば
ら
し
い
、
最
も
金
.

使
.
a

の
あ
ら
い
1

M

客
で
あ
.

つ
.

，た

。

そ

し

て

こ

の

時

期

を

 

通
じ
て
大
抵
の
も
の
が
ひ
ざ
く
金
持
^

な
つ
た
の
だ
。
大
戰
の
最
後
の
、年
の
經
費
は
、.

m

の
國
の
み
で一

億
三
千
捣 

磅
、
即
ち
平
時
の
經
费
を
赵
ゆ
る
八
千
翦
磅
^

の
.

ぼ
つ
た
。
蚤
こ
で
平
和
が
締
結
3

れ
た
其
の
日
ド
、
生
産
者
の
こ 

の
す
ば
ら
し
い
而
客
は
死
ん
だ
ノ
需
要
が
減
じ
れ
の
.

で

物

價

も

下

落

：し

、

,1

大
戰
R

:

は
必
要
で
あ
つ
た
貨
物
の
如
さ
は
、
 

そ
の
原
偾
す
ら
囘
收
し
え
ざ
.

る
k

至
.

つ̂
.

。

，
穀

物

翕

ゃ

農

場

の

.

庭

は一

ぱ
い
に
？

、
倉
庫
は
あ
ふ
れ
出
し
た
。

を 

し
て
そ
す
が
^

々
の
社
會
の
人
®

的
な
狀
態
で
.

あ
つ
て
、
Z
の
富
の
大
過
剩
己
f

、
現
在
の
窮
乏
の
唯
一
の
.原
因
な 

の

だ

。

焼

け

へ

農

場
.

の
庭
や
倉
庫
の
*

荷

を
-0
,

?

フ
す
れ
.

ば
繁
榮
は
立
ち
ざ
こ
.

ろ̂

«

開

す

る

、

發

る

.で

大

戰

が

續

 

い

て

ゐ

る

ー

同

じ

樣
.

^

0

Z
の

引

合.
ふ
値
段
で
の
需
要
の
芝
し
^

が
主
な
る
生
*

者
?:
:

強
a

て
-

か
、
る
有
餘

o

た 

在
荷
が
市
場
炉
も
影
を
か
く
す
^

至

，
る

ま

で

は

、

7

C

の
.

生

產

高

及

び

：

.
生

產

費

を

減

，
ん

じ

'

て
ゆ
く
方
策
を
考
へ
3

せ
た 

の
^

か

、
る
結
果
を
.
致
す
た
め
^

、
生
隹
^

於
て
.あ
ら
：ゆ
る
節
約
が
用
^

ら
れ
た
。
：し
か
も
人
間
は
ぺ
大
戰
中
^

笫
ニ
十
五
卷(

八
五
0

オ
ゥ
エ
ン
の
：社
會
想
想
：
-

 

第.
'

1
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第
ニ
十.

芄
卷

(

八
五
四)

ォ
ゥ
：

H

ンの：，社.

會
，思
想.

,

笫
六
'號 

八
六

極
く 

a

ろ
い
範
園

.

で

行

：は

れ

だ

：機

械

的

：

^

的
.

の
發
見
ょ
6
も
、d

遥
か
：^

金
の
が

S

:

る
生
産
機
械
で

^

^
 

人
間
：は
解
雇
さ
れ
、：
機
械
が
之
は
代
ら
せ
ら
れ

^

の
だ
'°

|

1

方
失
業
：者

.

の
«

は
_
海
軍
の
入
員
解
赝
に
ょ
つ
て 

K

R

增

加

し

：
た

。
：
實

R

;

の
故
代
、
太

®

が
つ

^

.

:

s
:

た
間
そ
の
勞
働
を
大
，

需
要
さ
れ
た
全
階
級
の
仕
#

は
缺
乏 

し
、'

>

え
&

:

い
窮
芝
が
起
つ
代
：の
だ
。.

乙
の
機
槭
カ
、,

,

化
學
カ

.

の
：增

_

減
じ
っ
、
あ
女
、
而
か
も
な
ほ
減
じ
つ
ズ
け
る
で
あ
ら
ぅ
。、
を
し
て
社
會
を
通
じ
で
す
ば
ら
し
い
變
革
を
成
し
遂
げ 

る
で
あ
ら
ぅ
し(

前

揭

T
h
e

 
L
i
f
b

 

o
r
R
o
b
e
r
t
o
w
e
l
v

 p
p
,
’H
7
I
i
7
2

譯

書

ニ

〇

五

丨

一

一

〇

六

頁

)

- 

以
上
の
如
く
：ォ
ゥ
工
ン
は
こ
，の
失
業
，の
原
因
を
機
械
の
^

明
及
び
を
の
使
用
の
增
加
に
歸
し
て
ゐ
る
。：
乙
の1

般 

の
考——

機
械
の
使
用
は
就
業
を
增
加
す
る
ど
云
ふ
^

—

ど

異

つ

た

說

の

爲

め

，？

乙

れ

の

救

濟

策

を

提

出

す

る

乙

V」

を
委
員#

か
ら
求
め
：ら
れ
た
°
‘:

」

 

：
ぐ.：'.::‘
'
:
:
:

.
;.
乙

の

救

濟

案

：は

實

に

彼

.の
思
想
及
び
生
涯
のI:

轉
期
を
な
す
^

の
で
.あ
る
。；

(

今
迄
は
工
場
改
革
者
、
敎
育
制
度
の 

先
驅
者
た
6

し
も
の
が
、v

轉
じ
て
ft
會
虫
義
者
、
：協
同
組
合
運
動
の
先
達
：

W

な
.つ
た
.の
で
あ
る
？
：

「

現
時
の
不
況
：の
.

直
接
，2
,

原
_

は
、
パ
人
間
.

の
勞
«

の
«

格
0

#

^

1

る
°

こ
れ
.は
ー
般
^

機
械
が
歐
洲
、Is
米
利 

加
及
び
英
國
め
エ
業
^

使
用
さ
れ
る
乙
ど
ょ
ゥ
生
ず
る
。
餘
化
.

英
痕
は
ァ
ー
ク
ラ
ィ
ト
及
び
ソ
ッ
ト
の
發
明
に
ょ
つ 

て
を
の
變
化
は
寒
し
く
さ
れ
：■た
o

':
:

:

:

'

.

. 

,

'

■

彳

丄

：

-
社
會
に
於
け
る
欲
求
品
.の
生
產
に
機
械
5:
使
用
す
る
^

ど
^

ょ
<>
て
價
格
は
下
落
し
た
。
價
袼
の
：下
落
は
需
要
の 

增
加
を
來
た
し
、
そ
の
需
要
の
增
加
が
非
常
に
大
で
あ
づ
.た
の
で
、.
機
猶
使
用
以
前
ょ
6

i
.、
は
る
か
に
多
く
の
勞 

働
力
を
必
要
ど
ず
る
に
到
り
.介
。
:

:

こ
の
機
械
使
用
の
最
初
の
結
果
ど
し
て
、
個
人
の
富
が
增
大
し
、
や
がv

發

明

を

助

成

す

之

泛

な

つ

た

。
次 

度
-

つ̂
、
く
に
改
良
が
機
械
，̂
加
へ
ち
れ
、
.數
年
な
ら
ず
し
て
歐
米
諸
國
般
に
用
ひ
ら
れ
る
k

至
つ
た
。

.1

般
に 

.個
人
の
.富
は
國
家
の
繁
榮
を
も
た
ら
す
募
へ
ら
れ
S

6

、
.
英
國
は
_

を
要
し
，
失
費
を
各
$

、
政
治
的
權
力
の
頂
點
^
あ
0

て
敵
國
を
惱
ま
し
、
友
邦
5:
|

ろ
か
し
つ
、
あ
つ
た
。

速
み
や
力
に
然
し
：著
々w

し

て

英

國

は

美

羡

や

ひ

ベ

さ

狀

鶴

益

し

：、
響
の
增
大
及
び
そ
れ
に
f

.
な
ふ
® 

力
の
增
加
S

限
i

s

か
：の
如
く
で
あ
つ
た
o

戰

零

S

へ
も
、
^

れ
が
歐
洲
全
土
を
荒
し
迪
細
琵
延
び
"

Jr
d 

米
利
加
^

迄
も
為
ょ
ん
だ
時
^

は
、
新
し
や
無
限
め
資
源
を
引
き
出
だ
す
刺
戟
で
あ
る
か
の
如
く
^

思
は
れ
た
0

世 

界
を
通
じ
て
の
人
間
生
活
の
破
壊
、
戰

謙

要

沿

の

消

費

は

、：
種
々
I

生
産
物
の
需
要
を
生
じ
、
英
國
製
造
工
業 

を
®

度
ま
て
膨
脤
為
せ
、
機
«

の
發
明
使
用
の
勢
は
、'
な
.ほ
乙
：の

大

警

.需
：要
ド
^

然

し

終

產

和

は

來
.た
。
英
國
は
' 1

億
の
壯
年
の
勞
働
カ
t

超
ゆ
る
S

露

活

動

し

：.て
や
.

■

新
しS

生
產
カ 

を
有
し
だ
。
.
.是

等

の

：生

產

力

は

、
.
英

國

の

人

口

が

.
一
五
倍
に
も
一
一
.
Q倍

零

增

加

し

た
I

じ
様
な
結
果
を
生
じ
た
o

は
當
然
で
I

.
た
；。
’：大

窘

霧

者

：f

戰

雪

や

み

、
市

場

請

f

れ
、
.

1
の

減

少

は

美

等

論

い

て

起

つ

た

A

需

減

少

に

際

し

：て
機
械
.が
：人

力

ょ
■々

.

い
.乙

矣

解

，へ

.、
機

械

ば

■依

然

使

誉
^

人

力

ょ

爾 

小

さ

れ

た.0
斯

く

て

入

間

の

勞

働

力

は

生

存

費

以

卞

の

價

格

1

0

た」

F

S

 

0

1

^
 

R
e
p
o
r
t

 

t。
t
h
e

 

C

o

?
 

m
i
t
t
e
e

 

^
 

W

S1

S
.
W
. 

1
5
6
-1
5
7
)

乙
>

^
失

：業'の
：
原

囟

を_認
め
ー
て'、
.之
れ
が
解
決
策
ど
し
で
^
^
^
^

罢

十

奪

〉
(

八
芸
>

:
才
ゥH A

 Q

耽
會
思
：想

：
 

美

笔

^
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思
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第
-、
號 

入

，

: 

一
？
.槐
械
便
用
の
太
な
る
減
少
.

へ
：；':

ニ
‘

^;
當
な
る
^

存
を
得
せ
し
め
る
.ま
'で
人
；ロ
5:
« '
死
せ
し
^

る
^

^

'

> 

V三
、
貧
：民
及
び
央
_

勞
働
者
階
級
故
仕
事
を
與
；へ
る
|

,
 

•

第

1

の
策
は
念
を
.，
_
の
：み
^
探
用
す
る
^
さ
は
：そ
の
國
の
滅
亡
を
來
た
し
、
全
て
：の
國
R
適
用
す
る
M

e
は
殆 

ん
ぐ
不
可
能
で
あ
る 

> 
第

ニ

あ

策

は

入

道

土

許

さ

る

べ

き

で

は

^

い

^-
残
る
は
第
三
の
策
で
^

如
何
^
:し
て
貧
民
及
.び
失
業
者
^

職

を

與

，
ふ

，
べ

含

か

？

 

t
れ
k

關
6

.

Vは
從
來
：種
々
な
る
，方
法
が
企
て
ら
れ
て
ぬ 

た
？
然
し
そ
れ
に
は
犬
な
；る
缺
陷
が
あ
つ
，た
9

「

現
在
の
.
.法
规
.

の
.

下
^

於

て

：
は

失

業

者
.

は

、
富

，め

る

勤

勉

な

る

も

.

の

、

富

力

：
及

び

'

生
產
物
R

よ
.
つ
て
*

持
さ
れ
、

乙 

れ
を
消
費
し
：て
ぬ
次
が
ら
彼
等
の
勞
働
力
は
毫
A

生
産
：的
k

用
ひ
ら
れ
.

y
j

は
‘

，

Q

な

5
。

.

翌

、
彼
等
は
無
贺
、
家
情 

よ
6

钜
ず
る
惡
奢
僧
を
覺
へ 
>

常
^
貧
民
ぞ
結
合
し
て
社
會
の
害
惡
ど
な
づ
て
ゐ
る
:0
.

?

貧
民
の
大
帘
分
は
こ
'

の
：惡
習
惯
を
兩
親
よ
6

受
け
、
.

現
在
0

如
ぎ
.

取
扱
：の
續
ズ
限
6

は
?
是
等
の
M .
獲

は

代

 々

續
い
て
や
む
乙

v

は
な
い
だ
&

5

。 

'

ぞ
れ
故
彼
等
の
狀
態
を
改
善
す
る
.手
段
ど
し
て
、
先
づ
子
供
等
^

恶
習
惯
を
敎
へ
，6-
乙
ど
を
防
ぎ
、
善
さ
有
用
な 

る
^

慣
?:
與
へ
.
る
.乙
ど
が
必
要
で
あ
：る」

(

前

揭

^elei'f for 

t
h
e

 
P
o

ぞ

勞
働
能
力
の
相
違
：く
云
ふ
も
の
は
、
主
£

5

働
者
の
敎
育
訓
練
の
璧
の
如
何
に
よ
つ
て
生
じ
、
救
濟
费
用 

の
支
出
方
法
の
如
何
が
：、
又
彼
等
の
利
益
安
易
を
左
右
す
る
。
故
に
か
、
る
事
業
は
最
少
の
失
費
に
1
つ
て
最
大
の 

禾
r
?:
收
め
る
樣
k

b
な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

そ

の

た

，め

^

は

/'
も
.っ
^-
'1
'
く
實
民
の
狀
態
を
考
へ
て
黾
る
必
要
：̂
あ

る
"
ォ
ゥ
モ
シ
の
鬼
解
k

i
れ
ば
、
貧
&
の
多
く
の
惡
德
及
^
不
宰
は
、
'彼
等
0;
表
而
上
.
0利
益
.及
：び
義
務
が
對
立 

す
る
様
な
狀
S

下
k
、
■

ま

か

れ

x 

t

w

iし
て
生
じ
、
又
彼
等
が
不
必
？

靈

ま

か

れ

て
 

居
办
、
そ
れ
^
打
ち
か
つ
樣
-̂
訓
練
^
れ
：て
ゐ
な
い
こ
ど
よ
.
6注
.ず
る
の
で
あ
る
;°

そ
れ
故
贫
民
を
ヒ
6

ま
く
周
圓
.

の
物
質
的
改
善
は
、
明
か
^

眞
の
利
益
ど
義
務
、/

」

が
調
和
を
保
ち
、
不
必
要
な
る 

誘
惑
を
除
い
た
狀
態
の
.

下
^

、.
.

彼
等
?:
-

ぁ
く
乙
ど
で
ぁ
る
。
： 

.

貧
民
の
狀
態
を
改
善
す
る
手
段
.は
、
彼
等
の
子
供
等
?:
惡
智
k

染
む
乙
ど
よ
6

防
ぎ
、
敎
育
に
よ
6

善
さ
督
惯
を 

與
へ
、
.成
年
.
k
は
適
當
な
.る
'仕
事
?:
課
し
、
勞
働
及
び
出
®

を
ば
彼
等s

か
ら
の
最
大
の
利
益
ど
な
る
、/

J
V
J
T
P
k
、 

社
龠
の
を
れ 

<
な
.る
が
如
く
^

す
5:
く
孓
で
あ
る
>

'

::
マ
丨

V
ミ
，の
.爲
め
に
：五
〇
0
人

か

ら
.ー
、.五
0

0
人
位
迄
^
人
間
を
^

^
平
對
：一
、
〇
〇
〇
人
1

ー
 

の
施
設
內
k

住
ま
は 

せ
、
乙
の〗

.部
然
內
.丈
け
で
敎
育
も
行
a
:
,
.
:
仕
事
も
典
へ
，、'
自
治
獨
立
5:
ff
c
vて
自
給
自
足
を
計
る
乙
ど
を
說
く
。
 

か

、
，る
方
法
は
、
祖
會
2:
統
制
し
.て
ゆ
く
^

^
最
も
經
濟
的
で
あ
る
，̂

共
^

、
乙

、
に
住
む
全
員
代
對
し
て
永
久
的 

R

，̂
や
幸
|;¥
1
2:
も
|2
ら
す
最
も
.完
全
な
る
も
の
で
あ
る
こ
^
を
、
オ
ゥ
エ
.シ
は
自
己
の
ニ 

ti. —

、

レ
ナ
I
ク
こ
办
、ナ 

る
實
驗
及
び
.觀
察「

か

ら

主

る

：

'
之
の
施
設
の
大
要
ば
次
の
如&

7
P
,

の
で
あ
：る
。
：
..
,

:〉

. 

v

.
: 

:

.

:

u-.

周
：圃
に
，.一
、0

0

0キ
ー
力
丨
か
ら
：■
.1.、
31
〇
0
.チ
|

ヵ
ー
位
.の
土
地
.を
有
す
6
正
四
邊
形
の
敷
地
が
ニ
、
ニ
〇
〇 

人
位
を
收
容
す
る
^

め
.
^
:必

耍

：，で

：
ぁ

：
る

>
:
こ
め
敷
地
の
中
に
は
公
共
建
造
物
?:
.建
て
る
。
即
ち
、
中
央
に
は
便
利
で
.
 

經
濟
的
_

理
場
、ハ
食
堂
を
作
み
、
匕
の
右
手
の
建
物
は
.幼
兒
の
學
校
、
勝

、；
禮
弹
所
よ
，o

f

、
左
手
の
建
物 

第
二
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0
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エ
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^

 ̂

 ̂

笾
六
號
 

九
o

一
は
小
學
狹
、
w
#
議

室

，
成
雄>)
女
(7
)

_

會̂

て
&

■
? 

§

^
ぼ

必

要

品̂-
賣

ふ

鹿

も

あ

气
.
工

場

をt

、

煎 

..園
ば
農
場
，
*
樹
圓
等
代
が
之
ま
れ
^
ゐ
る
：。

'

转

し

貧

民

及

び

：号
の
.子

女

，か
今
迄
：：の
.樣
^
:制
度
の
：下̂
.^
か
れ
て.
6
'
^
^
^
^

に
、
何
時
诔
で

」
も
紙
會
'の
：重

荷.で
あ
女
、_

惡
の
源
で
あ
>
、：

か
、
る
狀
鶴
は
到
底
改
苹
ず
る
Z
ミ
は
出
來
な
い
。
 

社
會
の
た
：め.に
.彼

等

が

有

利

で

あ

る

様

^
ぞ
.の

狀

態
を
改
め
る
た
め
k
は 

' 
全
階
級
の
援
助
の
下
k
か
、
る
設
備
を

:

各
象
族
^
ば

四

室

宛

ヒ

割

會

て

へ

其

人

數

啟

四

人

に

制

限

ざ

れ

て

f

ひ
即
ち
、.
夫
婦
に
三
才
以
下
の
子
供
ニ
人

迄
グ
共
^

生
.活
す
る
0

^
、
る
生
活
が
今
迄
の
貧
民
の
生
活
ょ
タ
ざ
れ
^

げ
ょ
い
ネ
の
か
は
疑
ふ
会
地
が
な
ぃ
o

三

才
以
上
の
子
供
は
學
粳
へ：

通
a

、
特

运
3

ら

れ

蓬

舍

歲

れ

ら

れ

る

：。

勿

論

兩

親̂

會
ふ
機
會
ば
與
へ
ら
れ
て
6

る
？
然
し
雨
親
其
他
の
も
'の
：か

ら

惡

習

慣

社

#

k
於
け
る
有
爲
な 

る1

員
ビ
な
る
樣
に
敎
育
^
れ
る
0

.,:
'
: 

.

婦
人
の
仕
事
ミ
し
て
は

:

1
1、
.幼
兒
办
世
話
、
家
庭
の
處
理
.

：
■

>
 
'パ

二
、.調
坪
場
で
用
a
る」

野
敗
の
翁
作
':
.

.
.

三
、
婦
人
^
適
す
るH

場
內
の
仕
事
を
、1

日
四
、
五
時
間
?:
超
.へ
な
い
範
國
で
す
る
乙V」

四
、
こ
の
建
物
內
k

住
居
す
る
人
々
の
衣
服
の
世
話
.

V

五

、
.順
番

ド

食

堂
S

H
揚
、
宿
舍

の
世
話
を
衣
し
、
IE
當
な
る
藪
育
を
受
け
た
も
の
は
、兒
童
の
敎
育
を
受
%

が
乙
れ
で
あ
る
。

子
関
等
は
農
場
、
IH

場
に
.

て
そ
の
體
カ
_

じ

て

仕

事

，.の

手

傳

を

な

じ

、

.

壯

年

の

，も.の
ば
農
場
、

H

場
で
：必
要
品

の
生
產
R

從

事

す

る

.。
、
■'
.

.

.

貧
民
は
無
知
日
で
あ
々
、
惡
習
慣
を
有
し
、
正
，常
な
る
敎
育
5:
缺
い
セ
ゐ
る
の
で
、
ノ/し.ぅ
し
て
も 

一
®

の
仕
.事
を
與 

,
/

て、
.

ょ
く
動
ら
か
せ
ね
ば
.な
ら
g
o 

*
4
/
:
の
仕
事
は
健
.康
に
ょ
く
生
產
的
な
も
の
ど
す
る
。
そ
の
爲
め
R

は
以
上
の 

計
畫
は
充
分
に
考
慮
3
れ
て
ゐ
る
0

,

:

ソ

:'
.
.
;
フ

一
、
一10

〇
.人
の
.人
ロ
に
對
し
て
之
れ
丈
け
の
設
備
は
、
九
六
、〇
0

0
硫
：で
出
來
、
若
し
土
地
を
借
&
れ
ば
六 

〇
、
o 0

0
.碑
で
：足
办
る

,?
.之
れ

K
、反

對

ず

る

理

由

が

何

處
^
あ
ら
ぅ
か
。
救
貧
税
は
益
々
高
め
ら
ネ
貧
民
の
刁 

幸
、
«

客
ば
益
々
激
し
が
&

ん
せ
し
て
ゐ
る
？
今
迄
.の
狀
態
で
は
貧
民
は
惡
く
な
^

ざ
る
?:
得
な
い
の
で
あ
る
。
今 

z
e 
^

^

^

^

 
5
 
o

n

^

0
M

l

?

^
^
L

^
0
$

^ ̂
0

.穴 
Z 
ビ 

が

長

：い
、:い
た
«

し
^:
經
驗
に
ょ
.つ
で
强
く
非
難
さ
れ
て
來
た
(_
'(

前

揭

§

ー̂
^
0

「
t
h
e

 P
o
o
r
'

 P
,

 

1
6
5
〕 

年
々
救
濟
の
爲
：め
^

無
駄
な
贤
紐
の
»

用
が
、
«1
:
會
ぬ
1£
又
は
經
濟
の
原
理
を
無
視
し
^:
用
ひ
ら
れ
て
來
.た
。
.勤 

勉

窘

も
の
、
報
酬
は
怠
惰
.な
も
の
、
扶
養
に
あ
る
の
が
。"
斯
く
の
如
&

費
用
は
た
.ぐ
貧
民
ビ
不
德
義
ビ
を
增
加
せ

し
め
る
の
み
で
あ
る
。
',
'

;

：

'

. 

,

.

3

れ
ばV

云
つ
n;
:、.
v炎

業

者

貧

民

を

：見
_

て
4

ビ1
K

ふ

の

：で
.は

な

い
'0
«

け
ば
安
易
な
生
活
が
出
來
ノ
る
.樣
に
す
0 

の
で
あ
る
o 
■

く
も
の
に
は
を
の
生
活
の
保
障
が
あ
々
、
道
德
的
^

な
ら
し
め
、
.：知
ら
ず
し
て
看
犯
か
す
様
な
こ

第
土
十
芄
卷(

八
芄
九)

す
ゥ
ェ
ン
の
社
會
思
想
 

第

六

號

3
一



第
二
十
—

(

八
六
0

>
ま

K
X

の
社
會
思
想V 

第
一
i
:

九
ニ 

^
の
な
い
制
度
?:
造
&
ぅ
ど
す
る
の
^
あ
各

:0
:

へ
ン
:

ぺ
：

,.
-

,

'

:

.

.
 

_ノ

、
'

乙

れ

は

個

人

の

利

益

の

：
み

な

'&

ず
國
象
の
利
益
|

な
6

?

社
會
を
調
和
、、
協
同
^

導
び
く
^

の
で
あ
る
。

ォ
ゥ
エ
ン
の
說
く
之
の
* -

し

い

村

は

主
■

ど
し
て
農
業
を
營
み
、
必
要
品
は
出
來
る
だ
け
自
給
闯
足
で
完
全
な
る 

地
方
的
自
治
獨
立
體
で
あ
s

、v
や
がP

國
家
的
自

治

獨

立

摩

の

土

臺
I

ず

も

の

で

あ

る

。

，
：
：

.

て

の

著

し

論

秦

、
知

故

今

專

I
.

般

昼

行
S

裏

つ

，£

。
：
 

I

幸
f

 

8

は
大
I

誤
8

果
で
あ
る
。
：そ
れ
は
今
專
說
か
れ
て
來
s

i

s

:
る
i

s

宗
敎
め
あ
る
限

久
人
類
に
は 

天
國
は
永
遠
^

閉
ざ
^
れ
て
ゐ
る
。

.

:
: 

.
V
T

:

£
界
の
人
々
0
:精
刺
、
原
理
、
.實
際
は
、自
分
が
人
類
最
後
の
運
命
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ミ
豫
見
す
る
こ
の

變
革 

S

し

て

鑛

備

f

私
は
S

.
た
。
：；人
類
全
體
£

客

新

し

い 

諸

障

害

が

克

服

碧

べ

妻

あ

る

羞

は

‘參

か

て

來

だ

.'。、.私
は
人
.興

の
進
步
改
良
^

*
す
：る
大
障
害
は
、
地
上
國
民
の
宗
敎
？

云
ふ
1

を
知
つ
た
。
こ

の

困

難

が

產
S

得
ね
ば
、
 

ノ
r

は
ひ
''
?」

い
'
4鬼
じ
み
た
無
替
一
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
；合
理
的
性
能
を
破
壞
し
3

る
.
'
|つ
の
無
智
l

k

永
久
 ̂

^

ね
^

れ
ナ
«

、
で
居
ら
ね
：ば
3:
ら
ぬ」

0̂
0
.
 

o

l

p wr
i
t
t
e
n

 

h
v

 

H
i
m
s
e
l
f
,

 

p. 

2
I〇

 

同
譯
書
一一

五
七
頁
I
'
l五
八
頁)

今
迄
の
全
て
'

S

良
、
：變
革
の
根
5

は
、
强
い
宗
敎
I

:

偏
見
が
か
ら
ま
名
い
て
1

,

^

良

變

革

を

行

ふ

爲

め
k

は
、
全
て
の
旣
成
囊
を
排
斥
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
彼
は
云
A

。

始
め
彼
I

盡
は
、.
單
k

救
貧
法
に
代
る
ベ
t

の
ミ
し
て
提
案
3

れ
た
の
で
f

が
、
M

'

l

至
つ
て
終
I

會

I

改
造
のj

般
.原
理
ど
ま
で
發
展
し
て
き
た
。

(
G
.

 

D
.

 

H
.

 

c
o
l
e
,

 

R
o
b
e
r
t

 

o
.

冬en,

 

p
'

 
1
4
7
)

性
格
形
成
論
、
救
貧
施
設
等
に
關
聯
し
て
、
：
ォ
ゥ
ェ
ン
の
社
會
取
想
を
.乙
ゝ
爻
で
述
，べ
て
來
た
。
.次
第
^
明
か
に 

あ
ら
は
れ
て
來
た
彼
の
社
脅
主
義
的
の
取
想
は
、
次
に
述
べ
る「

レ
ナ
ー
ク
州
べ
の
.報
告
J

K
於V

益
々
明
瞭
ど
な
气 

充
分
に
發
展
す
る
.の
で
，あ

る

。

M

の
中
で
、
始
め
て
彼
は
^

の
思
想
.の.

全
幅
?:
示
し
：、
を
の
計
畫
を
說
明
す
る
。
を 

れ
は
單
な
る
次
業
救
濟
策
：で
は
な
く
、
ニ
の
社
#

制
度
の
根
本
で
あ
る
。：
：：

：

へ

.

.
'
:;:
:
.四
：
.v

 

' 

.

1

八
.一

九
年
サ
ー
• 

ロ 

V

I
ト
.

*

ビ
ー
ル
司
#

の
聚
議
院
の
地
金
委
：員
#

の
議
事
の
結
果
.に
起
0

す
る
.
一
の
恐
« 

が
®

業
界
に
突
發
し
た
。
そ
の
爲
め
に
何
萬
ど
云
ふ
勞
働
階
級
：の
人
.々

は
失
業
じ
て
、
，飢
餓
に
瀕
し
、
小
商
人
は
破 

產
を
免
か
れ
な
か
っ
た
。
全
國
の
諸
地
方
の
中
で
、

レ
ナ
ー
ク
州
は
失
業
者
の
大
佘
剩
R

苦
ん
で
，ゐ
た
。
然
る
に
か 

の
ニ

‘k
1
•
レ
ナ
ー
ク
の

住
民
の
間
に
は

窮
乏
も
苦

it
も
な
か
っ
.た
。(

前

揭

T
h
e

 

L
i
f
e

 

o
f

 

R
o
b
e
r
t

 

O
w
e
n
,

 

P. 

3
2
1
.
:

同
譯
書
三
七
六
頁
.

)
. 

‘

;.
V
'
.
:
.

」

：

■■
::

レ
ナ
ー
ク
州
は
こ
の
窮
乏
の
原
因
の
說
明
を
オ
ゥ
エ
ン
^

求
め
た
0

そ
乙
で
彼
は
を
の
救
'»

策
?:

述
べ
る
>」

共
に
、
 

M

k

進
ん
で
全
人
類
に
有
利
な
性
格
を
形
成
し
、
人
間
性
を
統
治
す
る
た
め
^

、

一

っ
の
合
珊
的
な
社
#

制

度

を

'
組

 

織
す
る
こ
^

を
說
明
し
た
。
.
：

:

こ
れ
が
.
.1

八
.ニ
〇
年
五
月
に
オ
ゥ
エ
ン
が
提
出
し
た「

レ
ナ
ー
ク
州
へ
の
報
齿J

で
あ
る
。

を
の
副
題
^

ょ
っ
て
名
知
ら
れ
る
如
く
、
乙
の
報
吿
は
公
衆
の
窮
ー
之
フ
农
滿
を
の
ぞ
さ
、
貧
民
及
び
勞
働
者
階
級 

の
永
久
的
就
業
、
性
格
、
境
遇
の
改
善
の
た
め
の
制
度
を
設
け
て
、
生
產
及
び
消
費
の
失
費
を
減
じ
生
産V」

平
行
し

笫
ニ
十
艽
卷
ハ
八
六

.じ

★
ゃH 

V

の碑會思想

 

鴒六號
 

九ーーー



嵌
ニ
.十
五
卷

(

八
六
&

ォ
ダt

ン

の

勝

會

思

膠

t

、JI
'
.

得
^

市
場
を
造
^

出
す
こ
^

^

目
的
^

.3

た
^

の
^

あ
る
，

：

' 

:

筋
肉
勞
働
者
が

t

國
R

*

つ
^

必
要
な
る
は
富
の
源
泉
で
あ
各
：.國

家

蘩

榮

の

：截

礎

を

な

す

が

ら

で

あ

る

0

そ
の 

勞
働
カ
は
，

被
等
を
維
持
す
る
た
め
^

要
'1
-

:5

失
費
よ
ぅ
^

、：.は
：る
：：：が
.

に
11
:

會
に
^

つ
て
は
有
利
で
な
け
れ
7

な
ら 

な
い
o
乙
0

勞
働
者
階
級
^

ヒ
つ
て
有
利
な
職
業
•か
な
く
、
'

斯
く
て
生
ず
る
一
般
.

の
窮
乏
は
、
新
し
き
生
産
力
の
急 

速
な
る
發
達
^

祉
瀹
制
度
が
適
合
じ
：て
：行
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

；
：

^

^

^

新
し
さ
生
潇
カ
ズ
社
會
制
度
ど
の
適
合
は
如
何
に
し
て
得
ら
れ
る
か
？
之
a

を
次
の
四
S

炉
ら
觀
察
す
る
。

(

一)
T

科

學

：
又

；は

.人
否
よ
つ
て
人
間
の
生
產
ヵ
は
增
加
し
た
。
然
し
自
然
的
の
欲
望
に
は
變
化
が
な
い
。
生
產 

,

力
の
增
加
k

つ
れ
て
、
::
'
:人

間

穴

,<
£

っ
ゼ
：肉
體
的
&
カ
ば
益
々
賴
6

が
な
：'&
も
：の
ど
f

、
反
っ
て
偶
然
^
左
右 

:

4

4

4こV

が
多
く
？:
つ
て
&

扛
。

.

u

 I )

.
^*
#

的

.
"
.機
械
が
或
は
又
化
學
.的
の
力
^

增
加
«
へ
：.直
ち
^

富
の
.增
加
2:
^

た
.ら
ず
。
其
故
^

、
現
^
の 

:

勞
働
者
階
級
の
失
業
は
富
の
生
產
の
過
剩
R
;i
:

る
も
の
：で
あ
る
。
現
在
の
商
樂
制
度
の
下
化
於
て
は
、
ff
i

界
の 

市
場
は
在
庫
品
の
.過
剩
R

陷
つ
て
，

Q

る
。

：
：

(

三)

.

«
令
市
場
が
發
見
出
來
て
も
、
無
限
.の
生
產
：物
の
；續

加

，は
；又

社

會

の

富

を

作

る

。
多
數
の

A

f
は
職
を
求 

め
て
あ
み
.」

更
に
多
く
の
人
々
は
自
己
の
無
智
よ 

>
し
て
、
@)

せ
.ざ
み
仕
事
?<
從
事
し
て
ゐ
る
°̂

學

的

生

產

力

は

無

限

に

，增

加

せ

.

ん
ビ
し
て
：ゐ
る
。

(

四

)

勞
«

者
[5
1

1

級
の
就
職
亂
は
^

及
^

資
本
の
缺
乏
よ
々
生
.
ず
る
も

の

で

は
^'

く
し
て
、
こ
の
興
常
に
增
加
す 

:

る

資

本

，
の

分

：
配

方

法

の

不

：當

な

.

る
z V

及
び
生
產
手
段

V」

平
行
せ
ざ
る
市
場
又
は
交
換
よ
ク
生
ず
る
も
の

で
ち

富
の
分
配
方
法
が
.改
善
^

れ

、
ば
、
失
業
者
^
職
を
與
へ
る
こ
ビ
は
容
易
で
あ
る
。

;

:

;

人
類
は
そ
の
原
始
時
代
K
於
^

は
、'
:自
己
の
爲
め
k

生
產
を
す
る
ヒ
典
に
、
-そ
の
.佘
剩
を
物
々
交
換
す
る
A

^
ic 

ょ
.つ
て
、
富
の
分
配
を
行
つ
：

V

ゐ
れ
。
生
產
カ
が
次
第
に
發
旭
し
て
交
換
が
繁
し
く
な
つ
て
來
て
、
物
々
交
換
の
不 

使
が
增
加
し
て
さ
穴
。
：
そM

で
そ
の
媒
介
物V

し
て
貨
幣
を
用
ひ
る
樣
R

な
ク
、
所
謂
賣
買
が
分
配
の
手
段
ど
な
つ 

ね
？
»
く
セ
交
換
は
容
易
ビ
な
，
つ
，̂

が
、：
人

々
は
貨
幣
を
#
る
た
め
^
營
業
し
、
萬
.物
は
貨
幣
を
以
て
評
偾
3

れ
る 

U

至

:̂
、V

そ
の
弊
害
は
次
第
^

顯
著
€ $

0

た
。
.元
來
貨
幣
せ
し
て
用
CA
&-
れ
て
ゐ
る
金
鈒
に
は
、
..
單
^
入
爲
的
 ̂

認
め
た
價
値
が
存
す
る
^

過
ぎ
な
い
。
Z
の
入
爲
的
な
價
値
が
標
準
ど
な
る
乙
ど
に
ょ
つ

て
、
全
11
の
富
の
本
質
的 

な
潰
値
を
ず
人
爲
的
な
價
値
に
し
ャ
し
^
.つ
：た
.。
备
の
結
果
は
社
會
の
改
良
を
根
本
的
^
後
ら
せ
て
し
玟
つ
た
の
で 

あ
る
。
.即
ち
：、：
貨
幣
が
全
で
の
®

惡
.の
根
源
で
あ
^

!

：
:'

:
;
:然
ら
ぱ
金
鐵
の
代
り
^

何
を
以
て
價
値
を
量
る
か
？
慎
値
の
自
然
的
標
準
は
、、.人
間
の
勞
働
又
は
そ
の
作
業
^
要 

し
た
人
間
の
肉
體
的
ぐ
精
神
的
の
カ
の
結
合
し
た
も
の
セ
あ
る
ラ
：

.

斯
X
す
れ
ば
.人
間
勞
働S

需
要
の
變
動
は
少
な
べ
な
6
、
.勞
値
者
は
.も
は
や
人
爲
的
な
賃
銀
制
度
の
奴
#V」

な
る. 

乙
^
は
な
い
.。"
社
會
か
ら
窮
乏
や
無
智
：は
な
ぐ
な
夕
、」

.勞
働
者
は
"
社
會
に
：年

つ

て

も

彼

等

自

か

ら

に

^

つ
て
も
偾 

値
.あ
る
も
の

^

^
る
'0

:

蒸
汽
カ
及
び
紡
績
機
械
の
：他
用
は
人
ヵ
^

非
常
5

る
カ
を
.

加
：べ
;'

夺
办
結
果
生
«

カ
は
华
世
紀
の
_

亿
約
ニ
倍
ど 

な
々
、
富
は
增
加
し
、：：
人
ロ
は
十
ニ
倍
に
ネ
及
ん
だ
。'
:

是
等
の
發
_

明
、：.：發
見
は
を
れ
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
ょ
办
も
遙

■

第
.
1
1十

瓦

卷

(

八
六
.三)

す
ゥ
ェ
ン
の
社
#
思
想
. 

第
六
號 

九
五
.



#)

$

•
■
 

C

八
六
.
5

.
オ
2

.
ン
の
社
會
思
想
. 

锒」

、號 

し
六

る

か

妃

天

な

：る
«

惡
を
.社
會
f
c
.及
ぼ
：じ
お
o

富
は
小
數
，の
者
の
手
把
集
；々
、
工
業
ょ
6

生

：ず

る

富

は

小

數

の

機

械

所 

有
者
.の
手
^

、
^

、.

(

大
多
數
の
人
ロ
は
.乙
れ
等
瘸
古
者
め
無
智
^
移
$

氣

？
^

支

配

さ

れ

、
.
大

栾

の

坐

活

は

ソ

ッ

ト 

や

ア

？

ク

ラ

，
ィ

，ト

の

.名

の

知

ら

れ3-
以

前

ょ

办

も

、

迤

る

か
^

悲

慘
.な

も

の

ど

な0
た

。

:
f
會

の

爲

，
め
&C
ま

益

な

れ̂.
し

た

發

明

發

見.の

結

果.ば
，
,̂

の

反

對

を

示

し

て

ゐ

る
o

社

會

：は.改

善
3

れ

ず
R

反 

•Q
TC
惡
X

な

ふ

ば

か6
だ

。

と

：の

窮

乏

せ

る

人

々

.の
た
め
^r

何
事
か
：く
な
：̂

れ
.ね
ば
な
ら
ぬ」

。
：
:
 

多
べ
の
佘
剩
勞
働
者
を
給
養
す
る
爲
§

'

は

、

集

約

的

：の

小

農
.制
度
が
最
も
適
當
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
れ
等
の
耕 

作
者
を
勿
何
^

し
て
±

地
^

定
住
^

せ
、
|
:
.社
會
及
び
彼
等
自
身
^

最
も
有
利
^

る
樣
^

*
加
せ
る
か
0 

ベ
：：

こ
の
爲
め
R

は
.勞
働
量
が
價
値
の
唯
：

1

の
自
然
的
標
準
^
な
G

ね
ば
な
ら
ぬ
'0
何
者
ば
、
新
し
さ
富
を
作
う
う
る 

も
S
.-V
價
値
は
、，'も
れ
を
作
'つ
た
富
の
價
値
ど
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。

,.
.

''
.富
を
银
«

し
炫
勞
働
者
は
、：

」

そ
の
勞
働
に
應
じ
て
公
平
«

る
.

分
配
^

あ
.

ヴ
か
る
べ
さ
で
あ
る
。''
斯

く

て「

自
然
的
. 

價
値
德
举

J

ぼ
餐
際
的
價
値
標
準
し
ど
な
ら
ね
ば
.な
ら
ぬ

:-
;
9_
勞

働

を

.以

で

價

値

標

準

ビ

す

る

爲

めR

は

、
寶

買3

れ 

る

商

品

：の
.

中
^

含

ま

れ

：
て
.

ゐ
る
勞
働
量
を
確
め
ね
ば
な
.

ら
.

ぬ：。；ミ
れ
は
今
迄
旣
に

「

原
慎
し
て
實
際

R

算
出
し
て

あ
る
で
'

.

:

'

.

.

.

“ 

：
:

■

/ 

- 
V:'

社
會
の
最
大
目
的
は
富
を
獲
得
し
、M

れ
を
享
樂
す
る
^

あ
る
"

'.
:

眞
の
物
々
交
換
の
原
則
は
？
：原
價
又
，は
を
の
中
^
含
ま
れ
て
.ゐ
る
.勞

働

量

を

標

準

ど

す

る

^

の
で
あ
う
、
交
換
ょ 

こ

の

原

則

隻

警

れ

ね

ば

な

ら

料

。
發
：明
が
行
は
：れ
、
人
類
の
欲
望
が
多
岐
忙
な
る
ド
っ
れ
て
、
賽

か

物

々

交 

換
R

代
は
つ
た
乙
ど
は
前
述
し
た
。

營
？
主
義
は
最
少
の
失
费
で
最
大
の
：.對
價
^

得
る
'

ぐ
ど
を
敎
.

へ
る
。
然
し
己
0-

貨
幣
制
度
も
あ
る
時
代
^

は
11
:

&

 

に
適
合
し
た
も
.

の
で
あ
っ
た
0

之
れ
が
發
明
を
刺
戟
し
、
人
間
の
性
質
を
勤
勉
な
ら
し
め
た
。
だ

が

、
こ
れ
が
又
人 

間
を
利
.
己
的
ど
し
て
終
爻
っ
ね
。
人
間
同
志
を
仇
：敵
の
*

に
しV

J

ま
分
た
。

-

'

今
迄
の
貨
幣
制
度
は
、
，も
は
や
.t
の

社

會

に

は

適

し

な

い

：
。

.物
々
交
換
ど
營
利
主
義
の
賣
買
の
双
.方
の
長
所
を
結 

合
し
た
も
の
を
採
用
す
べ
き
で
軔
る
.0
^

て
の
：物
ば
»:
の
膨
價
又
.は
含
爻
れ
：だ
發
働
量
に
1
っ
て
交
換
さ
れ
、
そ
し 

て
：
乙

の

價

値

を

代

表

す

る

媒

介

物

を

佌

用

す

る

.
こ

V

も
：出
來
る
o
.乙
の
媒
介
物
は
*
の
變
る
こ

.̂な
さ
價
値
を
代
表 

し
、本
質
的
の
富
が
%
加
し
た
^
念
代
の
み
發
行
^
れ
る
？
:̂

ゆ
價
#
徵
準
た
る
媒
介
物
は
'
ブ̂
^
^

て

.
こ
の
單
位
の
IH
確
な
る
價
値
を
決
敗
す
る
の
は
因
_
で
«-
'
あ
る
が
、
乙
の
取
使
は
努
働
者
の
要
ず
る
生
活
の
必 

要
品
^
.便
利
品
の
：«:
値

以

ア

で

あ

っ

，
て

ぬ

な

ら

な

^

:
,

,
:

金
屬
貨
幣
の
代
/>
,
^勞
働
暈
^ ;
價
値
標
準
^

な
ず
乙
せ
は
、勞
働
者
の
み
な
ら
ず
、
地
主
、
資
本
家
k

s
っ
て
も
等 

し
く
有
利
な
も
^

で
あ
る
ぃ
.勞
働
.ば

全

弋

.の

價

嘗

の

品
k

對

し

て

：支

捕

は

れ

る

，
か

ら

で

あ

を

o

Z:
,
0息
.想

が
^ -
が
で
^ -
年
の
後
に
資
行
に
移
毛
れ
セ
、
勞
働
交
换
鈒
行
4

な
っ
て
：現
は
：れ
.

る

め

：
で

あ

：
る

.
ー
：？

プ

：
ィ
：
：
彳

 

、

ォ
ゥ

工

ン

は

な

ほ

進

ん

で

、、
：
む

の
集
約
的
水
_

寡
雜
さ
ず
る
爾
想
的
社
會
の
詳
細
を「

レ
ナ
ー

ク

州

へ

の

報

齿

」

k

於

て

：
說

襲

る

。

'
'
。t

:
:
纖

ヮ

■

:1:

ひ

そ

の

成

員

に

ぢ

っ̂最
大
の
利
益
ビ

^
粼
も
共
や
断

^

き̂
っ
て

^

、
：'
位
か

*

構
成
.次
：る
- :

さ
.か
:'
'

;〈

，
：ン

\

^

第

ニ

十

取

卷

(

八
六
，
$

ォ

タ5

の
ー
社#'
思
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_
v
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紙
山C

號

.九
八

一r

之
れ
'

等
9:

圓
體
比
ょ
つ
.
.で
耕
3

る

べ

さ

土

地

の

：而

積

ば

如

何

：

H

f
こ
れ
等
人
口
の
給

養

及

'
び

兒

童

敎

W

の

制

度

；

て

'-'

ベ
'
.
'ハ
^

'

へ_

四
、&

れ
紀
要
す
る
諸
設
備
の
建
設
及
び
管
理

^

つ
い
て
：

.

…

五
”
佘
剩
生
®
物
.の
處
理
及
び
各
®
位
團
體
M
め
康
係
ノ
ソ
マ
ぐ
，，：

.■- 

.

，
.，'
六
？
i

れ
等
單
位
團
體
ヒ
政
府
及
び一

.

般
社
會
ミ
の
：關
係
'
,

-:
第
：

1

の
團
體
を
稱
成
ず
る
人
員
は
、
最
小
三
〇
0,
人
か
ら
最
：天.ニ
'、
0 !
0

0
人
迄
で
&
.る
.。然
し
八
〇
〇
人
か
ら
一
、
 

ニ
〇
〇
人

迄

が

、
：農
業
：社

會

S
し
.て
は
最
本
適
貴
で
.あ
.る
>
.

乙
の
社
# ;
ば
.：叛
幽
.の
勞
働
、
典
同
の
消
費
、1«
*
-
-
產
は
共
有 

ヤ
あ
-o
'
t
、
平
等
の
權
利
の
上
^
立
つ
も
：の
で

ち

る

。
.：
■

.

:

:
.

■:

V

第
二
，の
土
地
の

®

稹
ば
、
地
味
反
び
位
置
に
ょ
る

N
W

が
大
で
あ
つ
て
、

一
槪

R

決
定
す
る
こ
せ
は
出
來
な
い

o
 

今
迄
の
社
會
は
種
々
な
る
狀
を
犯
^

て
來
て
ぬ
る

0
そ
の
中
で
，

7
^

大
な

る
誤
は

、
勞
働
养
が
自
か
.ら
の
食
物
を
自
給 

.

出
來
ず
、
彼
等
の
生
存
が
他
人
の
勞
慟
展
び
供
給

^

賴
つ
て
ゐ
る

^

^

で
あ
る
。
：か

>

る
制
度

^

ょ
る
方
が
、
充
分 

な
供
給
を

.

受
け
得
る

V

云
ふ
間
遠
ウ
た
考
を
人
々
は
懷
い
て
ゐ
る
。
；
今
迄
ば
エ
樂
が
農
業
ど
對
立
し
て
ゐ
た
が
、
全 

人
.

ロ
が

.

農
業
纪
從
事
し
、
を
の
傍
ら

H

業
を
營
ん
だ
な
ら
ぼ

'

 

農
業

^

H

»

v

が
別
今
に
な
つ
て
：ゐ
る
場
合
ょ

6
も 

多
數

.

の
人

.

?々 :

給
養
し
得
、
し
が
も
を
の
得
る
處
は
大
で
あ
る
9

-

改
善
さ
れ
た
制
度
に
於
て
ば
、
勞
働
考
は
自
&

の
食
料
ば
自
か
ら
生
產
す
る
樣
^

^
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Z 

れ
‘は
生
逄
、：

消
费
双
方
の
點
か
ら
見
て
有
利
で
あ
る
。

ッ 

を
れ
故
^

耕
作
考
^

は
充
分
の
土
地
が
割
當
て
ら
れ
、
生
游
必
要
品
?:
:

充
分
^

得
'ら
れ
5:
樣
'さ
れ
ね
ば
'な
ら
ぬ
。

斯
ズ
の
如
さ
生
活
,

即
ち
自
己
の
も
の
は
自
か
ら
得
る
ビ
云
ふ
こ
？
は
、
愉
快
で
、
容
易
で
、
人
生
を
合
理
的
に
享 

樂
す
る
.
f

J

^

R
も
な
る
0

ベ
；

：

.

'

'

:

‘

.

'

余
剩
の
生
產
物
は
れ

k

筋
肉
勞
働
を
な
3
な
い
上
流
階
鈒
の
人
々

.

を
給
養
す
を
爲
め

^

の
み
必
要
で
あ
る
。
か
 ゝ

ゐ
爲
め

.

化
最
ネ

.

適
當

.

な
る
土
地
は
ブ
入
當
ぅ
伞
チ
ー
カ
，1
か

ら

一

.
工

丨

ガ

ー

半

ま

で

 

<

あ

る

。
.
.
.故
に
一
一
五
◦

工

丨

カ 

1
:

か
&

三

、.

：
〇

〇

〇

ェ
.—

力
I

迄

が

ー

，
單

位

の

土

地

V
J

な

る

.。:

■■
;
第
三
は
人
々
の
給
養
及
び
兒
童
敎
育
^

つ
い
て
た
あ
る
。：：

勞
働
者
に
ヒ
つ
て
は
住
宅
は
仕
事
の
場
所

^

近
い
程
« ;

々
の
便
宜
が
あ
る
。
食
物
は
共
同
の
料
理
場
で一

時
^
作' 

0 -

た
方
が
經
濟

.

で
あ
々
、
兒
童
の
敎
宵
汰
別
々

^

な
3
れ
る
：ょ
6
も
一
緖
に
行
は
れ
た
：方
が
、
良
好
な
結
果
を
得
ら 

れ
る

 

O
V
-
 

.

.

■
.

,

■

.

-

.
''
.'

.'
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:

.'

.

:

.

今
迄

'

は
全
て

#

人
の
自
F I

1
R

任
せ
て
も
く
乙

^

が
、
，個
.人
の
利
益
の
み
な
ら
ず
社
會
の
利
益
で
あ
る
ど
考
へ
ら
れ 

で
^

た
"

か

、
る
個
人
的
な
自

*

放

任

の

去

義

が
.

、
.

社
* :

版
度
の
基
石
免
あ
：务
わ
次
れ
て
來
た
9
然
し
團
結
及
び
協 

同
が
齋
ら
す
結
果
を
知
る
な
ら
ば
、
か

-

^

る
社
會
制
度
が
如
何

^

皮
祀
會
的
な
不
合
理
な
も
の
で
あ
る
か

C

解
る

^

 

ら
ぅ
。

こ
の
爲
め

^

人
類
は
誤
ま
ら
れ
、.

.

臃
逛
さ
れ
で
來
忆
の
だ
。

；

.

べ
ピ
の
個
人
の
利
益
：̂i

k

ふ
觀
念
か
ら
し
て
.分
業
が
生
じ
'

を
.れ
ょ
ヶ
又
無
限
の
寒
？
不
幸
が
生
じ
、：

斯
く
て
人
類 

の
.罪
惡
、
不
幸
は
生
じ
た
：。
.
新
レS

®

會

は

協

商

：、
相
互
扶
一
助
吵
厭
现

^

た
：
、
ね

ば

な

ら

ぬ
6

»
同
の
カ
に
ょ
つ
て
、
 

個
人
主
義
で
は
到
底
達
す
る
t

ゼ
の
出
來
な
か
つ
f e

結
果
を
求
め
ね
.ば
な
ら
なS

。
：'
人

類

は

永

^ :

當

人

主

義

者

で 

あ
ダ
、‘
あ

：互̂
.敵
視
し
て
ゐ
た
。
經
濟
學
者
が
唱
へ
た
自
_

放
任
の
原
則
は
、人
間
を
富
裕
な
ら
し
め
る
代
は
ぅ
に
、

笫
ニ
十
五
卷(

八
.，六
七
.

)

*
V/
H
ン'の
社
會
思
'.想
' 

第
^,
號 

九
九
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第
：ニ
十
艽
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C
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ォ
ゥ
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の'黎
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笫
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K
.

綱
 

ノ
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:

「
'4
^'
の
社
會
^
於
で
ば
極
&
に
ま
で
分
業
が
行
は
れ
、
1[
會
の
利
益
ど
個
人
0
利
©
:̂
^ :
酿
齡「

す
る
も
の
で
あ
つ 

た
。
r

.の
國
^
於
、：て
も
そ
^
國
民
は
幼
牟
時
代
が
ら
，
：
-
國
の
繁
榮
取
他
國
の
進
取
繁
滎
.

w

は
哧
立
し
な
い
も
の
で 

あ
る
ど
云
ふ
A
itf
を
敎
へ
ら
れ
で
來
て
办
を
o
.
.こ
ヽ
K
主
張
ず
る
原
則
は
こ
、の
反
對
で
あ
る
9
個
人
の
協
同
R
よ
つ 

て
、
社
會
©'
利
益
.
個̂
人
§
利
益
ビ
?:
-
完
莶
^
合
_
せ
^
め
樣
む
す
る
の
で
あ
る
。

:

i
®.
新
しi

社
會
で
ば 
> 
住
跨
の
貪
事
は
.
.

1

家
海
の
如
'ぐ
f
e同
1
1
:の
建
物
內
で
行
は
れ
る
。
そ
の
爲
め
k

各
人
は

別
^
食
事
ず
る
よ
み
も
遙
る
が
^
安
價
^
出
來
る
の
.
2 >
'
'る
。
.全
也
：ば
か
>
る
個
人
^
社
會
^
の
利
益
の
調
和

^
云 

ぶ
趣
旨
よ
々
出
發
す
る
：。
.-
.
':
,

.
:
\
-

:
兒
童
は
全
て一

家
族
の
如
く
k

1
緖
に
敎
？

れ
、
最
初
の
學
校
は
ニ
才
か
ら
六
才
迄
の
子
供
の
爲
め
に
、
第
二 

の
學
栊
は
六
才
か
ら
十
二
才
迄
の
子
供
の
爲
め
R

設
け
^
れ
る
タ

Z
の
#

^
於
け
る
誤
及
.び
罪
^

の
最
大
原
0'
は
、
人
間
は
奢
て
從
等
ぼ
難
^

よ
つ
て
恨
ら
れ
だ
意
见
^
よ
つ
て
支 

響

れ

る

も

の

で

あ

ぅ

、
彼
_

身
の
好
び
ま
、
k

作
ら
れ
友
も
の
で
あ
る
菩
る
考
で
.あ
る
。

.「

人
は
着
の
子
で
あ
る」

こ
れ
が
正
し
.S

で
あ
る
。m

の
考
の
下
R

、
敎
育
は
行
は
れ
ね
ば
I

なS
。

よ
い 

環
境
の
中
で
幼
時
i

疋
し
い
敎
育
奚
げ
，る
i

?

斯
く
'で
始
め
て
人
間
は
合
理
的
■

物
S

る
"
乙
の
敎
育 

に
よ
つ
て
活
動
力
S

ち 
> 
有
用
な
る
知
識
に
あ
M

n:
:
た

勞

働

者

階

級

が

出

來

る

。
一
而
し
て

.AJ

れ
が

社

會

の最
下
の 

階
級
を
形

成

す

る

。

し

か

も
M

l
級

は

、
過

望

び

現

在

の

社

會

S

け
S

S

階

級

よ
l

、
K
等
優
れ
た
も

—

の-で
あ
る

.0
:-
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ノ

'

馆
四
に
單
位
踽
體
內
の
設
備
の

®
設
は

-
地
ま
、資
本
家
、
公
益
を
目
的
ど
す
る
.關
體
、敎
會
、
又
は
中
流
階
鞦
、
勞 

働
漭
階
級
及
び
農
民
の
協
カ
^
ょ

つ

て

，
も

爲
3
れ
る
。
Z
れ
.等
の
設
備
^
は
、各
々
管
則
者
を
あ
含
、營
理
者
は
特

 ̂

分
業
の
行
は
れ
る
こ
ど
を
.防
ぎ
、
各
員
の
利
益
•か
調
和
す
る
樣
に
努
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

第
五
は
'余
剩
生
產
物
の
處
理
で
あ
る
。
以
上
.

^
ょ
つ
て
も
解
石
樣
れ
-

こ
の
社
會
^

於
て
は
失
^

が
少
な
い
の
で
、
 

支
出
は
對
じ
て
得
ら
れ
る
富
の
割
合
は
大
で
あ
る
。
今
迄
の
社
會
^

於
て
は
、
如
何
^

し
て
他
人
を
凌
ぐ
べ
さ
か
、
如 

何
に
し
て
自
己
の
利
益
V」

確
保
す
ベ
&

か
を
'考
へ
な
が
つ
た
な
ら
ば
、：人

は

生

存

の

手

段
,?
:

失
つ
た
の
で
あ
る
o

然 

る
k

z
の
社
會
k

於
て
は
、
入
間
の
欲
蟹
は
充
分
に
充
た
3

れ
、
利
己
心
を
生
ず
べ
&

動
機
が
な
く
な
る
0
全
て
の 

人
^

ビ
つ
て
、.，富
が
そ
.の
.欲
望
を
.越
へ
る
程
^

生
.產
^

れ
る
こ
ぞ
は
容
易
で
あ
.々

、
個
人
的
^

貯

め

：
込

ま

ぅ

：
^

す

る
 

欲
求
の
無
く
な
つv

し
ま
ふ
こw

は
當
然
で
あ
る
。
彼
等
に
ど
つ
ズ
は
富
を
蓄
積
す
る
乙
^

の
不
合
驱
な
こ
^

は
、

使
ひ
さ
れ

.な
い
程
あ
る
水
を
壜
の
中
に
詰
め
て
置
く
の
？
同

#
で，あ，る

9

公
^

公
明
正
大
の
原
理
は
、
社 

#
の
全
て
の
行
爲
を
支
：配す
る
樣
^
な
る
。
從
つ
て

^

®
の
生
產

*
5:
'
彼
等
の
間

^
交
換
す
る
に
際
し
て
も
、
何
等 

の
困
難
も

.起
る

.まS
。

： 

- 

'交
換
は

「

原
價

J.

で
狩
は
：れ、

.■あ
互
枝
瞞
し
あ
上
必
喪
は
な
く
な
る
。
愉
快
な
、
統
制

^
れ
た
、
合
理
的
な
就
業
の 

下
に
、
各
久
：は自
か

1ら

消

費

す

：る

以

：上

に

住

產

を

.行

.ふ
。：之
の
：佘剩
在
產
雁

.は
：
圓

體

：
の
：
共

；
同

め

倉

庫

の

中

^

^

ら̂

，： 

れ

、
：»
で

も

：必'要

の

時

は

自̂|
^
用
.ひ

る
^

^
 

一：

，
'
.
く
:

^

勞
»

量
を
價
値
標
準
ビ
し
*1
:

交
換
,

行
は
れ
5

.

の
で
ぐ
人
口
が
增
加
す
れ
ば
、
冬
れ
杧
つ
れ
て
市
場
も
需
要
も
增 

加
I

幾
'

：そ
れ
敕M

の
崩
度
の
下
^

は
：不
況
#

:

生
.
じ
：
^

$
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5
 

ニ

:“
.

■交
牧
を
溶
;:
#

^
.ら
し
め
.，

た

ぃ

め

枝

は

，

|
廣

勞

働

.量
を
代
表
す
る
新
し
い
紙
幣
の
發
行
も
可
能
で
あ
る
。

::
義

：新
社
會
■

府
友
；び
古
，8

會
'矣

關

部

^̂ 

.
:

:
:

.

1

.

1

1

1:
|
、

'

刑

罰

靡

：1

1
 

s 

f
 

r

人
民
は
訓

f

n
て

f
の
で
、
平
時
に

'

_

£

老

セ

全

て

の

事
£

理
す
る

S

る
ま
で
は
人
間
は
合
理
的
な
存
在

I

云
へ
な
い
。
こ
の
制
度
は 

^

メ

を

螓

.̂
{

行

は

ん

，
ど

す

る

も

め

で

％

る

> 

Z
の
康
し
：い
«:
會

：は

今

窘

砒

會

ど

は

異

：な

盛

府

：に

0
L 
<

0
 

'

i

s

せ
I

J

な
く
、
反
つ
て1

沏

の

ー

重

荷

を

輕

減

ず

る

も

の

で

あ

气

.

'

;

-

 

'

■

.今

蒼

人

齊

の

行
- ®

の
あ
や
ま

.

つ
て
，

Q

た
'

义
ど
は
、
宛

か

も

葡

萄

は

肇
.

で
あ
る
ビ
一
石
ふ
丈
け
の
知

®

で
、
無

®

義
|1

議

|

漏
^
^
^
^

'
:ゴ

格

は

：個

人

代

ょ

：
つ

て

作

ら

れ

る

j

奚

ふ

舊
4

じ

て
S

限

の
で
あ
る
。
•
.
：

 

'

- 

'
.
.
• 

. 

. 

.
: 

-
.
: 

• 

■

."
• 

.

: 

*

「

性
格
は
彼

S

洽

作

ら

れ

る」

盖

裔

則
S

見

し

空

气

始

め

V

寒

S

は

簟
S

る
の
で

•

あ
る
。

:

澌
く
て
人
類
の
生
活
は
向
上
し
多
幸
な
も
の
ぞ
な
る
。

三

o

年
間
の
硏
究
及
び
經
驗
ょ

-
o

得
？

の
計
畫
、
如
ち
人
類
の
性
格
及
が
狀
態
を
：改
善
し

f

制
度
の

F

こ
於 

て
.
、人
民
及

S

働
者
階
級

X

久
的
な
生

I

屢

繁

れ

不

況

不

満

を

除
I

る
一

計

畫

ば

.

.
、

生

產

及

び消

費
^
於

け

み

失®:
を

省

念

、

生

產

カ
^
.
應

じ#
る

市
»
を

蹣

く

も0*
で

あ

る0»(

冷
^
这
げ
0

1

e々port 

to 

the 

C
o
u
n
t
y

 

of Lanark, 

E
s
r
y
m
a
n
v

 Library, 

N
o. 

709, 

pp. 

2
4

ハ-29
8
〕

以
上
が「

レ
ナ
ー
ク
州
べ
の
報
吿
J

R
述
べ
ら
れ
た
オ
ゥ
エ
ン
の
思
想
で
あ
{
、
又
オ
ゥ
工
ン
主
義
の
一
般
を
示
す 

も
の
で
あ
る
。

.

之
れ
は
支
配
階
續
廣
本
家
階
級
^

宛
て
た
‘も
の
で
は
あ
る
が
、
ミ
れ
が
勞
働
者
k
rf
ベ
る
恶
ど
な
々
、
次
第
に 

勞
働
者
^

の
交
涉
の
必
要
を
認
め
る
.樣
に
な
っ
て
來
た
の
で
あ
る
。

オ
ゥ
^

ン
は
ー
八
ニ
0
牟
以
來
勞
働
者
_の
間
に
そ
の
信
奉
者
を
見
出
し
、
新
し
い
生
產
組
織
が

一
般
化す
る
ど
共 

k

若
い
勞
働
者
の
間
^

は
オ
ゥH

ン
主
萎
が
破
が
っ
て
行
っ
た
。C

G
.

 

D
.

 

H
.

 

C
o
l
e
,

 

R
o
b
e
r
t

 

O
w
e
n
,

 

p. 

1
7
5
)

.

'

五
：
バ
 

.

オ
ゥ
エ
ン
の
社
會
風
想
は
、
大
體
に
於
て
乙
、
で
そ
：の
«

展

を

完

成

し

，て

ゐ

る

ビ

考

へ

：
て

ょ

い

だ

ら

ぅ

0

今

後
 ̂

於

け
^

オ
ゥ
エ
シ
は
、
自

5

の
理
想
1:
實
親
せ
ん
ど
す
る
實
行
家
ビ
な
{

、
然
か
も
事
每
k

失
敗
し
て
ゐ
る
。

古
さ
傅
統
、
因
習
^

ど
ら
は
れ
.た
舊
き
土
地
を
嫌
つ
て
ノ
新
大
陸
に
.建

、
て

た

「

協

同

村

」

；
ニ

ュ

ー

•

ぐ

ー

モ

二

ー

は

主
 

民
を
無
寒
別
^
收
溶
し
た
の
で
失
敗
し
、

こ
の
'爲
め
R

被
は
殆
ん
ざ
破
產
^

濒
し
た
。
彼
は
も
は
や
國
家
や
富
め
る 

遊
民
^

援
助
を
求
め
る
：ミ
ざ
を
斷
念
し
.て
、'勸
勉
な
る
勞
働
者
階
級
^

そ
の
理
想
を
說
：い
.た
。
.然
か
も
な
ほ
彼
は
大 

衆
を
«

視

し

て

小

數

の

も

の

；
、

^

め
^

、
樂
し
い
社
會
を
建
設
せ
ん
乙
S

を
望
ん
で
ゐ
た
。

，
彼

の

生

涯

を

通

じ

て

S
&
ざ

6

し
％
の
は

「

性
格
形
成
論

」

で
あ
っ
た
。

.彼
は
幾
度
失
敗
し
て

も

之
れ
を
失
敗
ビ
思 

;

は
ず
續
け
て
行
づ
た

.0
結
局

^
於

.て
慈
善
家
的
の
色
彩
め
消

.へ〉

な

か

っ

な

彼

は

自

己

の

理

.想

を

說

く

: ^

急
.で
あ
っ
て
、
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幾

i

i

だ

た

。

i

暴

s

勞

f

 

f

 i

i

i

i

。

.

が
、
I

I

I

し
i

f

組
織
し
、
雪

I

f

 

f

ど
の

f

、
 

X
I

。
r

l
)

i

へ
I

あ
ら
ぅ
。

乙

の

f

、て
彼

I

働
.運
動

I

t

、
勞

誉

f

 

I

で

.
、
：
 

- 
(

昭

和

六

年

ニ

刃

廿

ニ

ロ

ン

力
ァ
ぐ
メ
ン
ヵ
ァ

k

從
へ
ば「

蒙

世

界

は

、
一
一
つ
の
本
質
的
化
相
異
つ
た
麗
の
下
益
察
せ
ら
れ
る
乙
ど
が 

{ !
,

來
る
.
其

ジ
1
H F
i
;ii
k

が
^

々
の
學
的
美
跋
の
I對
象
を
形
成
す

る
：の
，
は

、

空

..
間

及

び

時

間

^

於
け
る
其
の

也
. *
f

e
 

X
こ 

其
の
相
互
S

す
る
具
體
的
關
係
£

け
る
具
體
的
諸
現
象
で

あ
る
か
、或
は
此
^ :

;

後
者
の
變
化
の
中
^
於
て
反
稷 

1

る
•
.象
形
態
で
f

か
で
あ
る
。
研
究
の
前
者
の
方
^

は
具
體
的
な
る
も
の
曼
正
確
ヒ
云
べ
ば
餘
t

な
る
も 

の
f

け

ら

れ

後

者

は

謹

象

の

一

般

的

な
f

の
の

認

醫

向

け

ら

れ

る
。
故

に

戴

に

•對
ず
る
努
力の
此
等

: s
^ s
i
£に

し

て

學

的

靓

識

の

1
1

大
部
同
が
»

立
す
る
。
吾
令
は
其
の
前
者
を
简
單
^

餘
象
か
、
後

者

を

 

一
般
的
。
稱
す
る」

。c

i

:

,;
'
:

k

k
彼
は
云
ふ
、「

具

體

璧

象

が

蹇

多

樣

な

る

に

も

拘

ら

ず

、
輕
卒
I

觀
察
R
ょ
つ
て
も 

> 
各

個

の

證

は 

r
客

.
そ
れ
と
は
異
れ
る
一
切
爾
餘
の
.現
象
形
態
を
示
3

な
い
ミ
く
を
認
：.め
得
る
。
寧
^
經
驗
はj.

定
の
現
象
が

笫
ニ
十
I
 

(

八
七
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